
 

 

 

■9 月県議会閉会 

市議選終盤の９月 20 日に開会した９月定例会は、

SDGｓ未来都市あいちの推進(新規 0.14 億円)、スタート

アップ企業を支援するための拠点整備(0.24 億円)などの

一般会計補正予算 127.85 億円ほか全ての議案を可

決・同意し 10 月 15 日に閉会しました。 

また、天皇陛下御即位に係る賀詞(下記)を議決し奉呈

するとともに、地方財政の充実・強化、災害対策の推進、

あおり運転対策の強化、就職氷河期世代の活躍支援など

６件の意見書を採択し国へ送致しました。 

知事の閉会の挨拶では、台風 19 号の被災者支援のため緊急消防援助隊として名市の航空小隊 1 隊

6 名を長野市へ、県警から災害派遣隊 67 名を宮城県へ、県職員 4 名を栃木市へ派遣など対応してい

るとの事です。また、トリエンナーレ心配？のお詫び、豚コレラへの対応、ラグビーWC、国体、FIA

世界ラリー選手権、11 月 15 日から始まるあいち技能五輪・アビリンピック 2019 に触れられました。 

■新政あいち県議団令和 2 年度施策及び当初予算に対する提言 

 9 月議会閉会日に来年度の知事要望をしました。提言の最重点要望事項は以下の 16 項目です。  
1．「日本一元気なあいち」づくりに向けた行財政改革の推進 10．愛知県国際展示場を活用した観光交流機能の充実 

2．県民の生命・財産を守る強靭な県土づくりの推進 11．豚コレラ対策の徹底と畜産農家支援の推進 

3．多文化共生社会づくりの推進 12．地震や豪雨などの自然災害時の被害抑制策の推進 

4．地球温暖化対策の推進 13．まちづくりや福祉政策の観点からの空き家対策の推進 

5．子ども・子育て支援、児童福祉の拡充 14.2026 年アジア競技大会・アジアパラ競技大会の推進 

6．高齢者福祉の充実・強化 15．教員の多忙化解消と良好な教育環境の整備 

7．IoT、AI 等の活用による、第 4 次産業革命への対応 16．交通事故防止対策の推進 

8．中小企業の人材確保と事業承継の推進  

9．雇用の安定と創出及び適正な就労環境の確立  

■稲沢市議会の新しい会派等 
市議 26 人の所属会派は、旧稲沢系の創生会に祖父江・平和の誠

和会が合流する形で 16 人に、市民クラブは 1 人増員の 6 人です。

議長には六鹿順二氏(小正 4 期)、副議長に遠藤明氏(稲沢 4 期)、議会選出

監査委員は加藤孝秋氏(大里東 3 期)です。(以下、敬称略、期数、年齢順)  

創生会 

（１６名） 

服部 猛⑤ 長屋宗正⑤ 会長出口勝実⑤ 網倉信太郎④ 

木村喜信④ 六鹿順二④ 東野靖道③ 吉川隆之③ 

幹事長大津丈敏③ 会計服部礼美香② 津田敏樹② 近藤治夫

① 黒田哲生① 北村太郎① 平野賀洋子① 杉山太希① 

市民クラブ 

(６名) 

星野俊次⑤ 会長遠藤 明④ 会長代行・幹事長木全信明③  

会計志智 央② 冨田和音① 岡野次男① 

公明党稲沢市議団(２) 団長杤本敏子⑤ 会計加藤孝秋③ 

(尾張新都クラブ)野々部尚昭⑦  (日本共産党稲沢市議会議員団)曽我部博隆④ 
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●即位礼正殿の儀に伴う慶祝事業として 10 月 22 日に、あいち航
空ミュージアム、愛知県陶磁美術館、愛知県児童総合センター、
あいち健康の森健康科学館の入場料の全額免除を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第13 回稲沢市市民空手道大会開催 
恒例の空手道大会が体育協会 60 周年記

念として開催され空手道連盟会長として挨拶

しました。東京五輪で初の競技種目です。 
 
 

 

 

 

 

 

●日光川水系国要望 
日光川水系改修及び同右岸堤防災道路建

設促進期成同盟会の国要望(案内は 9 区の

長坂衆議院議員)に顧問として参加しました。 

 

 

 

 

 

 

〈賀詞〉天皇陛下におかせられましては 即位の礼を行わせられ 日本国民統合の象徴として 皇位を継承なされましたことは まことに慶賀にたえません 

令和の世の平和な時代が幾久しく 続きますよう心から祈念申し上げ ここに 愛知県議会は愛知県民を 代表して謹んでお祝いを表します  愛知県議会 
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■あいちレポート 2018 から③ 

 【第 1 章】愛知の地域づくりを巡る現状と課題    

 ８．県内の地域構造と各地域の現状と課題  

・本県全体の人口は 2020 年をピークに減少局面に入ると見込

まれるが地区別では 2020 年以降も引き続き人口増加の名古

屋地区及びその周辺や西三河地区のような地区がある一方、既

に人口減少が始まっている東三河地区など状況は異なる 

・名古屋地区への転出入の動きでは尾張中西部・海部地区以外の

全地区から転入超過、世代別では 0～9 歳と 30～39 歳の子

育て世代を除く全世代で転入超過であり、特に 20～29 歳の世

代において 1,508 人と大幅な転入超過 

・名古屋駅等を利用して通勤・通学する若年層だけでなく、中高

年齢者にとっても公共交通機関や商業施設、医療機関等の利便

性から都市部での居住を志向する動きがみえ、主要私立大学の名

古屋都心部への移転も進んでいる 

・三河山間地域や半島先端地域では人口減少が進み公共サービス

や生活サービスを提供する人口規模の維持できなくなり集落機

能の弱体化や地域活力の低下が懸念される 

・大都市名古屋市を中心に各地域の主要都市が連携する多核連携

型の都市構造を強みとしてきたが名古屋の求心力が高まる中で

豊橋市が人口減少に転じるなど各地域の主要都市の活力低下が

懸念される  
 尾張中西部・海部地区  

・名古屋市の北西部に位置

する尾張中西部・海部地

区(一宮、稲沢、清須、北名古

屋、津島、愛西、弥富、あまの

8 市 3 町 1 村)は一宮市を中

心に繊維産業で発展する

も近年は名古屋市のベッ

ドタウンの傾向 

・名古屋空港周辺や臨海部

では航空宇宙産業の集積、 

海部地区は県内有数の農業地帯 

・日本最大のゼロメートル地帯では南

海トラフ地震への対応が課題 

・地区全体人口は約 101 万人で県全

体の 13.5％、清須市、北名古屋市、

豊山町、大治町を除き県平均より

も人口減少が進む見込み 

・産業構成比等では製造業の割合が

低いが、市町村別の総生産では稲

沢、清須、豊山で製造業が 40％超

(vs 一宮 19.5％) 

 

祝！ラグビーWC 決勝トーナメント進出                         台風19 号は大きな爪痕を残し

ましたがカナダ選手の爽やかな思いやりに救われた思いです。トリエンナーレの一部展示・再開は残念、基本は芸術祭も含め 

One for all, All for 県民の福祉向上(one)です。未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

26 日荻須記念美術館木村伊兵衛パリ残像～12 月 8 日 
27 日消防団観閲式 30 日稲沢市戦没者追悼式 
11 月 1 日稲沢市市制記念日 

3 日へいわまつり 子ども会大会 
14 日大嘗祭当日祭 
15 日技能五輪全国大会・全国アビリンピック開幕 

●合計特殊出生率(2013～2017年) 
 

 

 

 

 
 

◆県内 6 地区の区割り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆2015年の総人口を100とした時の2045年の総人口(市町村別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆愛知県内における名古屋市への転出入の状況(2017 年) 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆尾張中西部・海部地区の人口増減率(2010年→2018年) 

 

 

 

 

 

 

 

●新政あいち県議団 議員政策条例 PT 種子条例の勉強会で元農林水産大臣の

山田正彦氏から種子法廃止の問題点や条例制定の必要性・ポイント等拝聴しました。 

 

 

 


